
東広島市総務部契約課（R4.4） 

 

 

建設工事に配置された技術者を変更した場合における 
技術者の施工経験（実績）の判断基準について 

 

 

 建設工事に配置された技術者を変更した場合に、その一部期間のみに従事していた工事を、施

工経験（実績）としてどのように判断するかの基準については、次のとおりとします。 

 

≪判断基準≫ 

 

 監理技術者（特例監理技術者及び監理技術者補佐を含む）、主任技術者又は現場代理人を変更し

た工事を、その後の競争入札に参加するに当たり、技術者の施工経験（実績）の工事とすること

の可否の判断基準は、次のとおりとする。 

 

技術者の施工経験（実績）は、原則として、工事の全期間に従事している場合に認めることと

する。 

 

ただし、次のいずれかに該当する場合は、技術者変更を行った工事の全工期の２分の１を超え

る期間に従事していれば（※１）、技術者の施工経験として認めることとする。 

（１）入札参加しようとする工事の入札公告が、２号工事のとき 

（２）入札参加しようとする工事の入札公告が、１号工事であり、かつ、入札公告１１「技術者

の経験を確認するための資料」の欄が「必要なし」のとき（※２） 

 

※１ 確認のため、資料の提出を求める場合がある。 

※２ １号工事の入札公告の記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◎その他注意事項 

ア 適用日 

令和４年５月１日以降に公告する案件から適用します。 

イ 適用対象工事（一部期間のみに従事していた工事を、技術者の施工経験として認める工事） 

   令和４年４月１日から令和６年３月３１日までに技術者の途中変更の生じた工事（完了済

の工事）が、適用対象工事です。 

 

 



 

 

 

参考事例：「全工期の２分の１を超える期間」の考え方 

 

 

【パターン１】（受注者の責によらない理由により工期が延長された場合） 

     6/1                  3/31 

当初工期   １０か月                

     ｜                   ｜        8/31 完了 

変更工期                      ｜ ５か月延期     

             技術者Ａ(〇)      交代  技術者Ｂ(×) 

 

 

【パターン２】（受注者の責によらない理由により工期が延長された場合） 

     6/1         9/30 

当初工期   ４か月        

     ｜          ｜              3/31 完了 

変更工期             ｜ ６か月延期           

       技術者Ｃ(×)   交代    技術者Ｄ(〇) 

 

 

【パターン３】（工事が概ね完了したと認められた場合） 

     6/1                   2/28    3/31 完了 

当初工期   １０か月（工期変更なし）        ｜       

       技術者Ｅ(〇)             交代   技術者Ｆ(×) 

 

 

 

 


